
「環境化学物質と健康障害の予防」に関する

世界保健機関研究協力センター

（WHO Collaborating Centre）の紹介

「環境化学物質と健康障害の予防」に関する

世界保健機関研究協力センター

（WHO Collaborating Centre）の紹介

1北海道大学環境健康科学研究教育センター

2 WHO Collaborating Centre for Environmental Health 
  and Prevention of Chemical Hazards

池田敦子1,2,3 、Rahel Mesfin Ketema 1,2,3 、山﨑圭子1,2

田村菜穂美1,2、山本理恵子1,2、岸玲子1,2

1

2023.11.25
第75回北海道公衆衛生学会

天使大学・札幌

3 北海道大学大学院保健科学研究院



2

本日ご紹介すること
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３．今後の活動
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１．世界保健機関西太平洋地域とWHO研究協力センター（WHOCC）

西太平洋地域
・WHOの6地域のひとつ
・事務局マニラ所在
・世界人口の1/4以上を有する
・37の国と地域の保健相などと協業

大国から、人口1,000名ほどの小国、富裕国、貧
困国、人口増加、急速な高齢化の国など、様々
な国と地域が含まれる

WHO研究協力センターは、WHOのプログラムを支援するための活動を行う研究機関、
大学など指定された機関である

現在、看護、産業保健、感染症、栄養、精神疾患、慢性疾患、医療技術などの分野で、
80か国以上に800以上の研究協力センターがある
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WHO Collaborating Centre for Zoonoses Control
(人獣共通感染症対策に関するWHOCC)

WHO Collaborating Centre for Environmental Health and 
Prevention of Chemical Hazards

(環境化学物質と健康障害の予防に関するWHOCC)

世 界 80ヶ国 800以上のセンター

東京（16）/埼玉（4）/北海道・石川・長崎（2）/
大坂・京都・熊本・群馬・千葉・富山・新潟・兵庫・広島・福岡・福島（1）

日 本 16都道府県 37センター ※2023年11月現在

１．世界保健機関西太平洋地域とWHO研究協力センター（WHOCC）

北海道 北海道大学 ２センター
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背景：WHOの報告によると…

世界中の死の24％が環境と関連しており、その数およそ13,700,000人

WHO Collaborating Centre for Environmental Health and 
Prevention of Chemical Hazards

(環境化学物質と健康障害の予防に関するWHOCC)
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私たちは日々の生活で生涯絶えず化学物質の曝露を受けている

特に環境による影響を受けやすいのは子どもたち

子どもは、守るべき”脆弱な集団”
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➢ 北海道大学環境健康科学研究教育センターは、2015年4月22日に、

「環境化学物質による健康障害の予防」に関するWHO研究協力センターに認証

➢ 2019年、2023年の再認証を経て、2027年4月までの任期

➢ 様々な環境化学物質の汚染が広がる中で、これらの化学物質への曝露による影響を特に受け
やすい集団（子どもや妊婦、高齢者、労働者など）への健康障害への懸念を解決し、国内・
国際的な研究協力体制を構築し、世界的な規模での化学物質による健康障害の予防対策を講
じるうえで、重要な役割を果たすことを目指している

付託事項（TOR）

① 特に西太平洋地域での化学物質管理について、
環境と健康に関する政策の策定のためWHOを
支援する

② 特に、低、中所得の国々において化学物質曝露と
健康影響についての能力形成、トレーニング、
意識向上のためにWHOを支援する

WHO Collaborating Centre for Environmental Health and 
Prevention of Chemical Hazards
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２．WHOCCとしての活動

① アジアの状況に着目した市民向けの啓発リーフレット作成

② WHO研修モジュールの和訳、レポートの査読

③ 科学的知見の普及

④ 環境化学物質と健康に関する研究者の研修

⑤ 海外の大学との共同講義、ディプロマプログラム

⑥ WHO関連のイベントを企画
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https://www.who.int/campaigns/international-lead-
poisoning-prevention-week/2023/list-of-registered-events

鉛と私たちの健康

https://www.cehs.hokudai.ac.jp/whocc/

WHO 国際鉛中毒予防キャンペーン週間

①アジアの状況に着目した市民向けの啓発リーフレット作成

◆ 一般市民に向けた、環境化学物質と健康に関する情報提供と啓発リーフレットの作成

◆ 特に西太平洋地域のデータを掲載

掲載中！
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◆ WHO研修モジュール等の和訳

⮚ Why Children? （なぜ子ども?）
⮚ Children are not little adults

（子どもは小さな大人ではない）
⮚ Chemicals（子どもと化学物質）
⮚ POPs https://www.cehs.hokudai.ac.jp/whocc

誰でも閲覧、使用可能！

②WHO研修モジュールの和訳、レポートの査読

➡

◆ E-wasteに関するWHOレポートの査読

➡ ➡



132 November 2019 4 February 2020

③科学的知見の普及

◆ WHOと共同で鉛のレビューを執筆、2冊の著書を出版
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◆ 研究者の化学物質曝露評価、遺伝環境交互作用、エピゲノム研究、統計解析指導などの
トレーニング（中国、エチオピア、台湾、タイ、フィリピン、マレーシア、他）

◆ ザンビアにおける鉛曝露と子どもの神経発達研究へのアドバイス

④環境化学物質と健康に関する研究者の研修

LC-MSを使用した解析指導 コホート研究の研修 対面調査の研修
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◆ Hokkaidoサマーインスティテュート/大学院共通授業 / One Health Allyコースと共催

「環境と健康と持続可能な開発目標」 ← 社会人も受講可！
WHO、オーストラリアやベトナムのWHO研究協力センターと共同講義

「環境化学物質と人々の健康」
韓国・ソウル大学校、タイ・マヒドン大学と共同講義

◆「社会と健康」ディプロマプログラムを整備、33科目44単位を提供（令和５年度） 

⑤海外の大学との共同講義、ディプロマプログラム

オーストラリアのWHOCCの
研究者による講義

３校共同講義での
グループワークとプレゼンテーション
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⑥WHO関連のイベントの企画

◆ WHO職員やWHOCCの研究者を招いての講演会・公開セミナーの開催

WHOオフィサーと高校生・
大学生による質疑応答

直接会話をする場面
も見られた

市民講演会（2023年6月）
WHOオフィサーと語る～地球の未来とSDGｓ～

オーストラリアのWHOCCおよび
ベトナムのWHOCCとの交流
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３．今後の活動

① 科学的知見の創出
◆ 出生コホート研究の推進
◆ ベトナムにおけるE-wasteの健康影響

② 普及・啓発
◆ リーフレットの作成
◆ WHO発出の情報の和訳・提供
◆ 環境・健康に関するセミナー等の開催

③ 研修
◆ 国内外の学生の教育／実務者研修
◆ 若手研究者の育成
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ご清聴ありがとうございました
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